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に、市や区をこえた「東京問題」には全体で取り組んでいます。

あ
る
。し
か
し
、
元
は
国
有
地（
練
兵
場

跡
）で
、
戦
後（
宗
）明
治
神
宮
に
半
額

（
5
・
5
億
円
）で
払
下
げ
ら
れ
た
の
で

あ
り
、
払
下
げ
に
あ
た
っ
て
は
境
内
地

と
し
て
記
念
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

林
泉
地
の
３
機
能
に
利
用
す
る
こ
と

が
前
提
で
あ
っ
た
。従
っ
て
、当
該
地
に

は
（
宗
）
明
治
神
宮
の
収
益
施
設
と
い

う
機
能
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

ゆ
え
に
、
多
く
の
都
民
・
人
々
が
愛

す
る
公
共
性
の
強
い
空
間
で
あ
る
神

宮
外
苑
を
、（
宗
）
明
治
神
宮
は
保
全

す
る
責
任
が
あ
る
。敷
地
内
に
強
引
に

高
層
ビ
ル
を
建
て
、
樹
木
を
伐
採
し
、

銀
杏
並
木
の
存
在
を
危
う
く
す
る
こ

と
は
到
底
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

国
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
神
宮
球
場

や
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
の
在
り
方
の

議
論
も
な
い
ま
ま
に
取
壊
し
、
建
替
え

て
よ
い
の
か
疑
問
が
湧
く
。

外
苑
再
開
発
計
画
の
概
要

　

A
地
区
／
２
０
１
３
年
6
月
、
A

地
区
に
つ
き
、
都
が
「
神
宮
外
苑
地
区

地
区
計
画
」
を
都
市
計
画
決
定
。国
立

競
技
場
建
替
え
・
立
体
公
園
制
度
適

用
、
明
治
公
園
、
都
営
霞
ヶ
丘
ア
パ
ー

ト
等
を
含
む
一
帯
を
国
立
競
技
場
＋

公
園
＋
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ス
タ
ー
＋
（
一

財
）
日
本
青
年
館
移
設
。ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
と
東
京

オ
リ
・
パ
ラ
2
0
2
0
に
向
け
て
再

開
発
・
建
て
替
え
等
が
進
ん
だ
。

　

B
地
区
／
15
年
4
月
、（
宗
）
明
治

神
宮
、（
独
法
）
J
S
C
（
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
）、（
一
財
）

高
度
技
術
社
会
推
進
協
会
、
伊
藤
忠

商
事（
株
）、
日
本
オ
ラ
ク
ル（
株
）、
三

井
不
動
産
（
株
）、
東
京
都
が
連
携
し
、

「
神
宮
外
苑
地
区
ま
ち
づ
く
り
に
係

る
基
本
覚
書
」
を
締
結
。ラ
グ
ビ
ー
場

と
神
宮
球
場
の
場
所
入
れ
替
え
、
容

積
率
（
空
中
権
）
移
転
等
を
含
む
計
画

と
手
続
き
が
進
行
。18
年
11
月
、
東
京

2
0
2
0
大
会
後
の
神
宮
外
苑
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
指
針
（
同
検
討
会
）。未

供
用
地
区
の
存
在
を
理
由
に
都
市
計

画
公
園
の
縮
小
、
再
開
発
等
促
進
区
制

度
の
導
入
に
言
及
。21
年
7
月
、　
「
神

緑
豊
か
な
環
境
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

を
危
惧
す
る
民
意
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

対
し
て
小
池
都
知
事
と
東
京
都
は
、

一
旦
は
伐
採
計
画
を
許
可
し
た
も
の

の
、
23
年
9
月
12
日
、
事
業
者
側
に
樹

木
の
保
全
に
関
す
る
見
直
し
を
要
請

し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、
事
業
者
代
表

は
伐
採
本
数
の
削
減
を
盛
り
込
ん
だ

「
環
境
影
響
評
価
書
変
更
届
」
を
年
末

か
年
明
け
に
都
の
審
議
会
に
報
告
す

る
方
針
を
公
表
。こ
れ
ま
で
7
4
3

本
と
さ
れ
た
樹
木
伐
採
は
、
少
な
く
と

も
24
年
1
月
以
降
に
ず
れ
込
む
見
込

み
と
な
っ
た
。　

　

講
演
に
立
っ
た
大
西
隆
さ
ん
は
、
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
神
宮
外
苑
の

こ
れ
ま
で
（
形
成
小
史
）
を
紐
解
く
と

と
も
に
、
神
宮
外
苑
再
開
発
計
画
の
都

市
計
画
・
建
築
法
令
上
の
問
題
点
を
次

の
よ
う
に
指
摘
。外
苑
全
体
の
公
共
性

に
照
ら
せ
ば
、
樹
木
伐
採
や
高
層
ビ
ル

建
設
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
だ
、
と
批
判

し
た
。

明
治
神
宮
外
苑
は
公
共
物

　

明
治
神
宮
（
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太

后
が
祭
神
）
は
、
内
苑
・
外
苑
と
も
に

私
有
地
（
宗
教
法
人
の
境
内
地
）
で
は

　

明
治
神
宮
外
苑
再
開
発
（
2
0
2
3

年
3
月
着
工
―
2
0
3
5
年
度
竣
工

予
定
）
で
物
議
を
醸
し
て
い
る
大
量
の

樹
木
伐
採
問
題
。作
家
の
村
上
春
樹
さ

ん
や
故
・
坂
本
龍 

一
さ
ん
ら
著
名
人

も
、
こ
れ
に
反
発
。ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問

機
関
：
国
際
N
G
O
イ
コ
モ
ス
は
、再

開
発
の
中
止
を
求
め
る
警
告
文
書
を

発
出
す
る
な
ど
長
年
守
ら
れ
て
き
た

都市計画から見る「神宮外苑」再開発問題

（宗）明治神宮の
公共物に対する責任を問う

　
明
治
神
宮
外
苑
の
再
開
発
を
巡
り
、
内
外
か
ら
多
く
の
疑
問
の
声
が

あ
が
っ
て
い
る
。再
開
発
を
行
う
の
は
土
地
を
所
有
す
る
宗
教
法
人
明
治

神
宮
と
三
井
不
動
産
等
4
者
で
、
神
宮
球
場
や
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
が

場
所
を
変
え
て
建
替
え
ら
れ
る
他
、
商
業
施
設
が
入
る
超
高
層
ビ
ル
2

棟
が
建
設
の
予
定
。こ
の
た
め
約
１
０
０
０
本
の
樹
木
が
伐
採
、
一
部
移

植
さ
れ
る
計
画
だ
。当
該
計
画
に
見
直
し
を
求
め
続
け
て
き
た
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
昨
年
11
月
7
日
、講
師
に
都
市
工
学
者
の
大
西
隆
さ
ん

を
迎
え
緊
急
都
政
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。神
宮
外
苑
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、都
民
不
在
の
手
続
き
に
汲
々
と
す
る
東
京
都
の
果
す
べ
き
役

割
を
論
じ
、（
宗
）明
治
神
宮
の
、
公
共
物
と
し
て
の
神
宮
外
苑
を
保
全

す
る
責
任
を
問
う
場
と
な
っ
た（
都
議
会
棟
）。

岩永やす代
緊急

都政フォーラム

大西　隆さん（東京大学名誉教授）
おおにし・たかしprofile●都市工学者。東京大
学・豊橋技術科学大学名誉教授。工学博士。都市
計画・国土計画が専門。日本学術会議会長、豊橋
技術科学大学学長を歴任。著書に「日本学術会
議」、「人口減少時代の都市計画」等

外苑（Ｂ地区）再開発計画の概要
●秩父宮ラグビー場と明治神宮野球場の場

所入れ替え（第2球場の場所に新ラグビー

場、現秩父宮ラグビー場の場所に新野球

場）。●現ラグビー場と現野球場西側（スタ

ジアム通り沿い）にそれぞれ複合棟建設予

定（用地の公園まちづくり制度適用で都市

計画公園指定地域から外す）。●事務所棟

と複合棟Aの超高層。指定容積率を上回る

容積率で建設（容積率移転）（風致地区の規

制緩和で高層ビルを可能に。都市計画公園

から外してオフィスビルの建設を可能に。

再開発等促進区の区域を絵画館前広場と銀

杏並木を含むように拡大し容積率移転幅増

大。伊藤忠事務所棟、複合棟A、複合棟Bが生

む開発利益を分けて、両球技場等の開発を

行うために、公園まちづくり制度（都）、再開

発等促進区＋地区計画、風致地区、文教地区

のルールを恣意的に緩和しつつ適用）。

（宗）明治神宮の公共物に対する
責任を問う：岩永やす代緊急都政
フォーラム動画配信中

緊
急
都
政
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
都
市
計
画
か
ら
見
る
神
宮
外

苑
再
開
発
問
題
」。
2
0
2
3
年
11
月
7
日
、
都
庁
議

会
棟
会
議
室
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岩永やす代一般質問に登壇
2023都議会第4回定例会から
東京・生活者ネットワーク都議会議員

岩永やす代［国分寺市・国立市］

例
案
を
共
産
党
、
ミ
ラ
イ
会
議
、
グ
リ
ー

ン
、生
活
者
ネ
ッ
ト
の
4
会
派
で
共
同
提

案
し
ま
し
た
が
、賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。引
き
続
き
、
学
校
給
食
の
無
償

化
と
あ
わ
せ
て
、給
食
食
材
の
地
産
地
消

の
推
進
と
質
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

年
に
１
回
13
分
間
の
一
般
質
問
に
登

壇
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
―
平
等
、
神
宮
外
苑
の

再
開
発
、循
環
型
農
業
、児
童
相
談
所
、精

神
障
が
い
者
の
地
域
移
行
、成
年
後
見
制

度
、香
害
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

神
宮
外
苑
の
再
開
発
に
N
O
！

　

神
宮
外
苑
は
、多
く
の
人
々
が
愛
す
る

景
観
で
す
。所
有
者
で
あ
る
宗
教
法
人
明

治
神
宮
は
、
公
共
性
が
高
い
た
め
、
こ
れ

を
守
る
責
任
が
あ
る
こ
と
を
決
算
委
員

会
で
指
摘
し
ま
し
た
。か
つ
て
国
有
地

だ
っ
た
外
苑
は
、
戦
後
、
明
治
神
宮
の
境

内
地
と
し
て
半
額
で
払
い
下
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、内
苑
を
財
政
的
に
支
え
る
収
益

施
設
の
機
能
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。今

回
の
再
開
発
は
、都
が
日
本
第
1
号
の
風

致
地
区
を
は
じ
め
、都
市
計
画
上
の
さ
ま

ざ
ま
な
規
制
を
恣
意
的
に
緩
和
し
、ル
ー

ル
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
可
能

に
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し

た
都
市
計
画
決
定
は
、宗
教
法
人
へ
の
便

宜
供
与
を
図
る
憲
法
違
反
の
恐
れ
が
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
質
し
ま
し
た
。

都
は
法
令
等
に
基
づ
き
適
切
に
対
応
し

て
お
り
、都
市
計
画
の
規
制
を
恣
意
的
に

緩
和
し
た
な
ど
の
指
摘
は
当
た
ら
な
い

と
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、公
共
的
な
場
所
で
の
樹
木
の
伐

採
や
超
高
層
ビ
ル
の
建
設
、市
民
に
な
じ

み
深
い
神
宮
球
場
や
ラ
グ
ビ
ー
場
に
つ

い
て
、都
民
不
在
の
ま
ま
事
業
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、神
宮
外
苑
の

将
来
像
を
、
都
と
事
業
者
、
都
民
を
交
え

て
議
論
す
べ
き
と
知
事
に
求
め
ま
し
た
。

児
童
相
談
所
の
区
設
置
と
、
都
の

広
域
支
援

　

児
童
相
談
所
の
区
設
置
が
始
ま
り
、

今
年
10
月
ま
で
に
児
童
相
談
所
を
開
設

し
た
８
区
の
一
時
保
護
所
の
定
員
は

１
６
７
人
と
な
り
ま
し
た
。東
京
都
の
定

　

12
月
20
日
に
、
2
0
2
3
年
第
4
回

定
例
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。定
例
会
の
所

信
表
明
で
知
事
は
突
然
、国
に
先
が
け
高

校
授
業
料
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
実

質
無
償
化
や
、
学
校
給
食
の
負
担
軽
減

策
を
打
ち
出
し
、大
き
な
注
目
を
集
め
ま

し
た
。議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
都
内
全

自
治
体
で
学
校
給
食
を
無
償
化
す
る
条

　

憲
法
第
八
十
九
条
で
は
、「
公
金
そ

の
他
の
公
の
財
産
は
、
宗
教
上
の
組
織

若
し
く
は
団
体
の
使
用
、
便
益
若
し
く

は
維
持
の
た
め
、
又
は
公
の
支
配
に
属

し
な
い
慈
善
、
教
育
若
し
く
は
博
愛
の

事
業
に
対
し
、
こ
れ
を
支
出
し
、
又
は

そ
の
利
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
」
の

で
あ
り
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
都
市

計
画
制
度
で
は
、
再
開
発
等
促
進
区
制

度
に
よ
る
容
積
率
移
転
は
都
の
決
定

に
よ
る
こ
と
か
ら
、
東
京
都
が
容
積

率
移
転
制
度
を
含
む
都
市
計
画
決
定

を
通
じ
て
宗
教
法
人
に
容
積
率
の
使

用
を
認
め
、
便
益
を
供
し
た
こ
と
に
な

り
、憲
法
に
反
し
て
い
る
。

再
開
発
は
中
止
し
、外
苑
の
未

来
像
を
と
も
に
描
く
市
民
参

加
の
場
を
！

　

神
宮
外
苑
の
樹
林
地
を
都
や
国
を

代
表
す
る
オ
ー
プ
ン
ス
ぺ
ー
ス
と
し

て
守
る
責
任
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
か

ら
見
て
も
所
有
者
で
あ
る
（
宗
）
明
治

神
宮
に
あ
る
。（
宗
）明
治
神
宮
は
、
樹

木
・
景
観
保
全
を
重
視
す
る
イ
コ
モ

ス
、
識
者
、
市
民
の
意
見
の
重
要
性
に

立
ち
返
り
、
公
共
性
の
あ
る
公
園
的
空

間
＝
外
苑
を
預
か
る
も
の
と
し
て
、
こ

れ
を
守
る
責
任
を
果
た
す
こ
と
、
外
苑

＝
内
苑
維
持
の
た
め
の
金
稼
ぎ
の
場

と
す
る
理
屈
は
通
ら
な
い
こ
と
を
自

覚
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
も
し
外
苑
を
守
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
葬
場
殿
趾
、

絵
画
館
、
明
治
記
念
館
等
を
除
き
、
都

な
ど
へ
寄
附
す
る
こ
と
も
選
択
肢
と

す
べ
き
で
あ
る
。

　

か
つ
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
許
認
可
に

あ
た
る
東
京
都
の
責
任
だ
。法
と
ル
ー

ル
の
適
用
に
明
ら
か
な
誤
用
や
乱
用

が
認
め
ら
れ
、
本
来
で
あ
れ
ば
認
め
ら

れ
な
い
高
層
ビ
ル
建
設
に
道
を
ひ
ら

い
て
き
た
等
、
宗
教
法
人
へ
の
便
益
供

与
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

―
―
閉
会
に
あ
た
り
大
西
さ
ん
は
、

東
京
都
・
事
業
者
・
土
地
所
有
者
は
、都

民
不
在
の
手
続
き
を
猛
省
し
、
再
開
発

事
業
を
中
止
し
、
改
め
て
神
宮
外
苑
の

将
来
像
を
市
民
・
都
民
参
加
で
考
え
る

時
で
は
な
い
か
、と
結
ん
だ
。

ま
と
め
／
編
集
部
：
加
藤
千
鶴
子

員
2
5
0
人
と
合
わ
せ
る
と
４
１
７
人

に
増
え
ま
し
た
が
、
都
の
一
時
保
護
は
依

然
、
満
杯
状
態
が
続
い
て
お
り
、
ま
だ
ま

だ
足
り
な
い
現
状
で
す
。都
と
し
て
一
時

保
護
の
施
設
も
人
員
の
増
員
も
含
め
た

体
制
強
化
と
、
区
が
児
童
相
談
所
を
開

設
し
た
後
も
広
域
的
な
観
点
か
ら
都
の

支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

東
京
都
の
香
害
対
策
に
つ
い
て

　

洗
濯
洗
剤
や
柔
軟
剤
、
芳
香
剤
な
ど

の
香
り
の
成
分
の
化
学
物
質
に
よ
る
健

康
被
害
が
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。啓
発
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
な
ど
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
中
、10

月
30
日
に
、
厚
労

省
か
ら
医
療
関
係

機
関
に
香
害
ポ
ス

タ
ー
掲
示
の
周
知

依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。そ
こ
で
都
立

病
院
で
の
取
り
組

み
を
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
病
院
職
員

に
は
香
水
や
柔
軟

剤
等
の
香
り
に
注

意
す
る
よ
う
に
指

導
し
、
窓
口
業
務

や
病
棟
作
業
等
の
委
託
事
業
者
に
も
協

力
を
求
め
て
い
る
こ
と
、リ
ネ
ン
類
の
洗

濯
時
に
香
り
が
し
な
い
洗
剤
を
使
用
す

る
な
ど
療
養
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

学
校
現
場
で
の
香
害
対
策
に
つ
い
て

は
、国
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
活
用
を
通
し

て
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
周
知
を
図
る

こ
と
や
、学
校
薬
剤
師
会
の
研
修
会
で
香

り
の
配
慮
に
関
す
る
啓
発
が
行
わ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
次
々
と
現
れ
る
新
た
な

化
学
物
質
へ
の
対
応
を
求
め
て
、東
京
都

「
化
学
物
質
の
子
ど
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
改
訂
す
る
こ
と
、
ま
た
、
柔
軟
仕
上
げ

剤
や
消
臭
剤
を
家
庭
用
品
品
質
表
示
法

の
指
定
品
目
に
追
加
し
、香
料
を
含
め
た

成
分
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
、成
分
規

制
の
検
討
を
国
に
求
め
る
よ
う
、要
望
し

ま
し
た
。

宮
外
苑
地
区
公
園
ま
ち
づ
く
り
計
画

提
案
書
」
に
対
し
て
東
京
都
公
園
ま
ち

づ
く
り
制
度
の
適
用
を
通
知
。22
年
3

月
、
神
宮
外
苑
地
区
地
区
計
画
の
変
更

（
都
決
）、
都
市
計
画
公
園
明
治
公
園
の

変
更
（
都
決
）。23
年
2
月
、
神
宮
外
苑

地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の

施
行
認
可
。第
二
球
場
取
壊
し
着
工
。

再
開
発
計
画
の
何
が
問
題
か

　

計
画
の
概
要
か
ら
、
今
回
の
再
開
発

を
可
能
と
す
る
た
め
の
規
制
緩
和
が

一
貫
し
て
恣
意
的
に
行
わ
れ
て
き
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

例
え
ば
、
都
市
公
園
計
画
地
に
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
を
建
て
る
こ
と
は
都
計

法
上
、
許
可
に
な
ら
な
い
た
め
、
東
京

都
自
身
が
許
可
取
扱
基
準
で
新
宿
御

苑
等
と
同
様
に
「
現
況
の
風
致
及
び
利

用
を
保
持
す
る
」
と
定
め
て
い
る
外
苑

の
都
市
計
画
公
園
区
域
を
縮
小
し
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
用
地
を
捻
出
。加
え
て
、

容
積
率
の
移
転
（
つ
ま
り
売
却
）
で
超

高
層
ビ
ル
の
建
設
を
計
画
。再
開
発
等

促
進
区
に
絵
画
館
前
広
場
、
銀
杏
並
木

を
入
れ
容
積
の
提
供
地
を
増
や
す
等

も
、都
決
に
よ
る
。

神宮外苑のイチョウ並木

緊
急
都
政
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
進
行
を
つ
と
め
た
都
議
会
議

員
の
岩
永
や
す
代
。右
は
講
師
の
大
西
隆
さ
ん

岩永やす代と行く神宮外苑見学ツアー「どうなる？神宮外苑の緑」　2023年7月27日

「神宮外苑ツアー」のメンバーの案内で現地
見学ツアーを開催。左は、都議の岩永やす代

見学ツアー参加者。聖徳記念絵画館をバックに
建て替えが計画されている神宮球場。
1926年開場の歴史的建造物

メインのイチョウ並木から西に向かい、秩
父宮ラグビー場に通ずる並木道。ここのイ
チョウは移植が検討されている

運動グループのメンバー団体として、
活動連携する生活クラブ生協の東京
都への予算提案提出。11月27日

昨年第4回定例会、本会議場で
一般質問に立つ岩永やす代。
12月13日


